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第４回定例会

特集

（１２月２日～１６日）

日
本
共
産
党
茨
城
県
議
団
は

11

月
29

日
、
新
年
度
の
県
予
算
に
向
け
て
重
点
要
望

書
を
橋
本
昌
知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
に
は
大
内
久
美
子
、
鈴
木
聡
両
県
議

の
ほ
か
江
尻
か
な
水
戸
市
議
、
山
中
た
い
子

元
県
議
、
田
谷
武
夫
党
県
委
員
長
が
参
加
。

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
賃
上
げ

と
雇
用
の
拡
大
、
中
小
企
業
支
援
▽
医
療
、

高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
社
会
保
障

の
拡
充
▽
大
型
開
発
か
ら
生
活
密
着
型
へ
の

公
共
事
業
の
転
換
、
農
業
再
生
、
内
需
拡
大

を
は
か
る
▽
東
海
第
２
原
発
の
廃
炉
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
導
入
に
取
り
組
む
な
ど

10

分
野
１
８
７
項
目
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
榊
副
知
事
は
「
要
望
内
容
は
関
係
部
局

に
伝
え
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

榊副知事（左）に重点要望書を提出する(左２人目から）

田谷、大内、鈴木、江尻、山中の各氏（13年11月29日）

◎
12
月
の
県
議
会
で
は
委
員
会
の
改

選
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
内
県
議
は
、
文

教
警
察
委
員
会
委
員
、
予
算
特
別
委
員

会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
の
県
議
会
に
は
教
育
要
求
で

の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
私

学
助
成
を
す
す
め
る
県
連
絡
会
議
」

は
５
万
７
千
人
余
の
署
名
を
添
え
て

私
学
助
成
の
拡
充
を
、
「
民
主
教
育

を
す
す
め
る
県
民
会
議
」
は
30
人
以

下
学
級
の
実
現
な
ど
を
請
願
し
ま
し

た
。
大
内
久
美
子
、
鈴
木
聡
両
県
議

が
紹
介
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
大
内

県
議
は
討
論
で
、
政
府
の
高
校
授
業

料
無
償
化
の
廃
止
を
批
判
し
、
「
教

育
無
償
化
の
理
念
は
世
界
の
流
れ
で

あ
り
、
私
学
も
含
め
無
償
化
の
拡
充

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
べ
請

願
の
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
民
、
民
主
、
公
明
な
ど
が
反

対
し
、
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

大
内
県
議
の
質
問
に
県
は
、
東
海
再

処
理
施
設
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
４

３
０
立
法
㍍
が
未
処
理
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
本

来
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
ガ
ラ
ス
固
化
体

に
し
地
中
深
く
埋
め
る
「
地
層
処
分
」

が
国
の
方
針
で
す
が
、
そ
の
見
通
し
は

全
く
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
東
海
第
２
原

発
で
は
、
貯
蔵
プ
ー
ル
の
使
用
済
み
燃

料
が
冷
却
期
間
が
過
ぎ
て
も
乾
式
貯
蔵

キ
ャ
ス
ク
に
移
せ
な
い
状
態
で
す
。
廃

炉
作
業
中
の
東
海
原
発
で
も
、
廃
棄
物

の
処
分
方
法
が
決
ま
ら
ず
原
子
炉
の
解

体
・
撤
去
は
延
期
で
す
。

大
内
県
議
は
「
い
ず
れ
も
核
の
ご
み

と
い
わ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
理
が
で
き
な
い
問
題
を

抱
え
て
い
る
」
と
の
べ
、
東
海
第
２
原

発
の
再
稼
働
中
止
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

路
線
か
ら
の
撤
退
を
迫
り
ま
し
た
。

水
戸
市
な
ど
東
海
第
２
原
発
の
周
辺
自

治
体
が
日
本
原
電
に
安
全
協
定
の
範
囲
の

拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
「
安
全
協
定
」
で
は
、
新
増

設
・
運
転
再
開
な
ど
に
対
す
る
事
前
協
議

の
対
象
は
県
と
東
海
村
だ
け
で
す
。
避
難

計
画
の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
30
㌔

圏
内
の
自
治
体
が
再
稼
働
に
意
見
を
表
明

で
き
る
よ
う
安
全
協
定
の
拡
大
を
求
め
て

い
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

大
内
久
美
子
県
議
は
防
災
環
境
商
工
委

員
会
で
「
県
が
周
辺
自
治
体
の
意
見
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
日
本
原
電
に
き
ち

ん
と
要
望
を
し
な
け
れ
ば
県
の
役
割
は
果

た
せ
な
い
」
と
の
べ
、
県
の
姿
勢
を
た
だ

し
ま
し
た
。

日
本
原
電
は
12
月
26
日
、
水
戸
市
な

ど
９
市
町
村
で
つ
く
る
県
央
地
域
首
長

懇
話
会
に
対
し
、
協
定
見
直
し
を
先
送

り
す
る
趣
旨
を
回
答
し
ま
し
た
。
９
月

に
つ
づ
く
回
答
先
延
ば
し
で
、
関
係
自

治
体
か
ら
批
判
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

白田議長（右側・当時）に請願する

父母や教職員など私学関係者。向こ

う側が同席する大内、鈴木両県議

（13年12月２日、県議会）
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戸別受信機を

全戸に整備し

ている市町村

入場料

家族４人で５４００円…

対象拡大 所得制限

小学生 中学生 の撤廃

水戸市 ○ ○

日立市 ○
土浦市 ○ ○ ○

古河市 ○ ○ ○

石岡市 ※入院 入院

結城市 ○ ○
龍ヶ崎市 ○ ○ ○

下妻市 ○
常総市 ○ ○ ○

常陸太田市 ○ ○ ○

高萩市 ○
北茨城市 ○ ○

取手市 ○ 入院 ○

牛久市 ○ ○ ○

つくば市 ○ ○ ○

ひたちなか市 ○ 入院

鹿嶋市 ○ ○

潮来市 入院 入院 ○

守谷市 ○ ○ ○

那珂市 ○ 入院

常陸大宮市 ○

稲敷市 ○ ○ ○

坂東市 ○ ○

筑西市 ○ ○ ○

かすみがうら市 ○ ○

神栖市 ○ ○ ○

行方市 ○

桜川市 ○ ○ ○

鉾田市 ○

つくばみらい市 ○ ○

笠間市 ○ ○

小美玉市 ○ ○ ○

茨城町 ○
大洗町 ○ ○ ○

東海村 ○ ○ ○

大子町 ○ ○ ○

美浦村 ○ ○ ○

阿見町 ○ ○ ○

河内町 ○ ○ ○

八千代町 ○

五霞町 ○

境町 ○ ○ ○

利根町 ○ ○ 小１～中３

城里町 ○ ○ ○

拡充市町村数 ４２ ３１ ３０

※第３子以降を対象、他は入院のみ

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
現
在
、
県

は
小
学
３
年
ま
で
で
す
が
、
独
自
に
中

学
卒
業
ま
で
拡
大
し
て
い
る
自
治
体
が

31
市
町
村
と
県
内
全
市
町
村
の
７
割
を

超
え
ま
し
た
。
昨
年
４
月
以
降
、
水
戸

市
、
つ
く
ば
市
な
ど
８
市
２
町
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
県
が
設
け
て
い
る
所
得
制

限
を
撤
廃
し
て
い
る
自
治
体
も
30
市
町
村

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
段
階
で
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
中
学

卒
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
寄
せ
ら

れ
た
地
域
要
望
に
つ
い
て
市
町
村
議

員
と
と
も
に
、
県
の
各
部
・
担
当
課

な
ど
に
要
請
し
ま
し
た
。

【
保
健
福
祉
部
】
▽
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
▽
国
保
税
値
下
げ

の
た
め
の
県
補
助
復
活
▽
保
育
所
増

設
の
た
め
の
補
助
増
額
▽
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
基
金
活
用
で
値
上

げ
し
な
い
【
企
業
局
】
▽
県
中
央
広

域
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
水
戸
市
と

の
受
水
契
約
の
見
直
し
【
生
活
環
境

部
】
戸
別
受
信
機
の
導
入
▽
東
海
第

２
原
発
の
再
稼
働
は
認
め
ず
廃
炉
に

【
土
木
部
】
▽
県
道
長
岡
水
戸
線
の

歩
道
の
改
良
▽
那
珂
川
の
堤
防
建
設

▽
通
学
路
の
整
備
【
教
育
庁
】
▽
就

学
援
助
の
適
用
拡
大
▽
教
育
相
談
体

制
の
拡
充
▽
特
別
支
援
学
校
の
教
室

不
足
の
解
消
【
警
察
本
部
】
▽
信
号

機
の
新
設
▽
堀
・
渡
里
地
区
（
茨
大

周
辺
）
へ
の
交
番
設
置
な
ど
。

常陸太田市

ひたちなか市

常陸大宮市

那珂市

大洗町

東海村

河内町

境町

以上８市町村

災
害
時
に
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
の

が
正
確
な
情
報
で
す
。
情
報
の
伝
達
体

制
で
有
効
な
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

は
、
国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
と
し

て
起
債
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
70
％
が

交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。

大
内
県
議
は
こ
う
し
た
国
の
制
度
を

活
用
し
、
２
０
０
０
年
度
に
廃
止
し
た

県
補
助
を
復
活
さ
せ
、
県
内
全
戸
に
戸

別
受
信
機
が
設
置
で
き
る
よ
う
県
の
支

援
を
提
起
し
ま
し
た
。

県
内
企
業
の
技
術
力
向
上
を
支
援
し

て
い
る
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
本

所
・
茨
城
町
）
の
利
用
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
２
年
度
の
依
頼
試
験
は

５
３
９
０
件
、
５
年
前
の
１
・
４
倍
、
設

備
使
用
も
３
６
９
２
件
、
２
・
４
倍
で

す
。
大
内
県
議
は
、
中
小
企
業
の
技
術
支

援
や
技
術
相
談
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の
い
っ
そ
う
の
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。
同
時
に
つ
く
ば
の
研

究
機
関
と
の
連
携
を
提
起
し
ま
し
た
。

偕
楽
園
東
門
近
く
に
建
設
中
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
「
梅
ま

つ
り
」
ま
で
に
完
成
予
定
で
す
。
表
門

か
ら
も
観
光
客
が
入
れ
る
よ
う
旧
と
き

わ
会
館
跡
地
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
す

る
計
画
も
す
す
ん
で
い
ま
す
。

大
内
県
議
は
、
偕
楽
園
公
園
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
た
め
に
行
政
が
民
間
団

体
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
体
に
取

り
組
む
体
制
へ
観
光
物
産
課
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
ま
し
た
。

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
県
大
洗
水
族
館
の
入
場
料
は

大
人
１
８
０
０
円
、
小
中
学
生
９
０
０
円
、
幼
児

３
０
０
円
で
す
。
夫
婦
と
小
中
学
生
の
家
族
４
人

で
５
４
０
０
円
に
も
。
他
県
か
ら
は
さ
ら
に
高
速

料
金
が
加
わ
り
ま
す
。
大
内
県
議
は
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
め
る
施
設
で
あ
り
、
家
族
や
高
齢
者
割
引

の
検
討
を
提
起
し
ま
し
た
。
泉
生
活
環
境
部
長

は
、
管
理
運
営
し
て
い
る
「
い
ば
ら
き
文
化
振
興

財
団
」
に
「
検
討
さ
せ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

県の各部担当課に県民要望を要請する大内、

鈴木両県議ら（13年12月18日、県議会）


